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１． 接続問題の所在 

 いま国内外を問わず、さまざまな地域で地球レベル

から地域レベルまでの環境問題、労働や人権をめぐる

社会問題、そして地域間格差などの課題を抱えている。

地域の環境・社会・経済面の持続可能なマネジメント

へのアプローチのひとつである「エコツーリズム」と、

環境に対する社会的責任から生まれたグローバルレベ

ルの｢持続可能な観光｣は、観光がこれらの課題解決に

貢献することを志向するのであれば、もっともその至

近距離にある概念といえる。 

 エコツーリズムは1990年代前半に世界自然保護機関

や国際自然保護連合等によって概念が提唱され、持続

可能な観光はUNWTOにより1996年に定義が規定されて

いるが、両者は「持続可能な開発」を理念的背景とす

るきわめて近い概念である。しかし、これまで両者は

別個に議論され、前者は地域という枠組みの中で、後

者は地域にこだわらない観光業全般で主として考えら

れ、両者の間には見えないギャップが存在してきた。 

本研究はこのギャップを埋め、本来主旨を同じくす

る二つの概念の差異と融合点を探ることを目的とした。

とくに地域からみた「持続可能な観光」の実現のあり方

について検討を行った。なお、本稿では地域にとらわ

れないグローバルな見方をマクロ、個々の地域に視点

をおくローカルな見方をミクロと定義している。 

 

２． 持続可能な観光とトラベルエコロジーの地域への

適応 

「持続可能な観光」はマクロな枠組みであり、1987
年に提起されたサステイナブルデベロップメントの概

念を根底にしたWTOの「サステイナブルツーリズム原

則」まで遡る。各地域で環境、社会問題が多発してい

る現代、この枠組みをどう地域に適用するかが論点と

なってきた。地域の観光活動へサステナビリティを適

応する１つの視点にトラベルエコロジー論1)がある。ト

ラベルエコロジーとは環境、観光、地域のトリプルボ

トムラインによりグローバルからローカルの環境保全、

地域活性化、観光産業文化振興を目指すものである。 
地域へトラベルエコロジー論を適用するため、梅棹

忠夫2)による観光論を援用し、ソーシャルマーケティン

グとサステナブルマーケティング論を採り入れ、梅棹

観光論でいう観光の成立要件である、①制度群(社会制

度)、②装置群（インフラ、ハードウエア）、③調和の

とれた文化的演出を前提とした地域観光のマーケティ

ングに加え、ソーシャルマーケティング3)の概念である

コンセプトアウトの考え方を用いて解釈を試みるなら

ば、エコツーリズムの概念をコンセプトアウトし、ダ

イアローグを中心とした新しいコミットメント型のマ

ーケティングを付加することによって、地域でのナレ

ッジ集積とホスト・ゲスト間の共感（レゾナンス）が

生まれると考えることができる。この具現化こそがエ

コツーリズムであると考えられる。それには、 
①（Transparency：透明性）②（Interaction：対話）

③（Participation：参加）という条件が必要である。

その市場化は、新たなサステナブルイン(1)という概念へ

と発展している。 
 

３．エコツーリズムから観光ガバナンスへ 

エコツーリズムは、2007年のエコツーリズム推進法

の成立もあって社会的な認知も進み､持続可能な観光

の現実的な「モデル｣だと考えられている｡この動きの

背景には､エコツーリズムの持つ理念である｢環境保

全･観光振興･地域振興｣が、持続可能な観光の考え方と



 

よく一致することがある｡ 

しかし地域の利益を理念の1つとするエコツーリズ

ムも､マーケティングや送客に関しては､旅行業者が主

に提供しているグローバルな観光システムのサービス

を利用することになる｡この点は､地域｢主体｣で実施す

るエコツアーであっても無視することはできない｡こ

の背景には､観光がそもそも｢観光者が地域外から来訪

すること｣を前提としていることがある｡そしてエコツ

ーリズムが発達し､エコツアーが地域外からの送客に

依存する度合いが高まれば高まるほどこの傾向は顕著

になる｡このような現状では、地域の｢自前主義｣を展開

して描く「持続可能な観光」は単なる地域側の主張に

過ぎない可能性が高い。 

一方、持続可能な観光のための｢観光地域マネジメン

ト｣は観光地域内部に対する視点が強く､観光地域がど

のように地域外の観光システムの振る舞いに｢対応す

る｣かについて主に考慮されてきた｡しかし送客側に立

つ観光関係者と地域がともに考えることなしには、持

続可能な観光は成立しない｡そのため観光地域の内外

を包括した新たなシステムを構築する必要性は高い｡

つまり地域におけるエコツーリズムの理念の実現とグ

ローバルな観光システムの関係を前提として､ローカ

ルとグローバルシステムの観光の地域での融合による

新たな観光秩序(観光ガバナンス)の在り方を検討する

必要がある。 

ここでいうガバナンスとは、他分野の先行研究に習

い4)､観光に関わる地域内外のアクター（関係者）の協

働と相互関係と定義できる。具体的には､出発地(発地)

と観光地(着地)とが持続可能な観光の概念の下で｢連

携｣することであり､その連携の在り方や観光地内外の

アクターを関係させるシステムづくりである。今後の

持続可能な観光にかんする研究では、地域内外のアク

ターのネットワークや協働を推進する組織や制度が具

体的に検討されなければならない。 

 
４．評価手法の確立 
 エコツーリズム、持続可能な観光とも日本における

実践が始まってから15年以上が経過している。エコツ

ーリズムは環境省によるエコツーリズム大賞などによ

って具体的な地域事例が顕在化してきたが、持続可能

な観光は未だ抽象的な概念や理論にとどまっている。 
エコツーリズムおよび持続可能な観光を通じた地域

に対する効果に関する評価の指標や手法の開発を試み

提示することを通じて、両者の融合が地域にもたらす 

効果を明らかにすることが求められている。さらにそ

のことが観光者の地域との関わり方に及ぼす影響につ

いて明らかにすることが必要である。 
 

５．エコツーリズムと持続可能な観光の接続・融合へ 
地域にとっての持続的運営へのアプローチであるエ

コツーリズム、環境に対する責任意識から生まれた持

続可能な観光のギャップを越え、マクロとミクロが協

働する新たな観光ガバナンスを実現するために必要な

点は以下の3点である。 
(1) トラベルエコロジーを踏まえた旅のトータルデザ

イン 

トラベルエコロジーの概念に立ち、旅行商品の諸要

素において地域から地球環境までの環境保全と社会貢

献、経済振興への効果を含んだツアーの提案が必要で

ある。具体的には発地～着地～発地までトータルデザ

インされた旅である。 
(2)観光ガバナンス 

持続可能な観光の実現のためには、観光地だけでは

なく、消費地側と観光地のアクターが、相互関係や連

携をどのように実現に向けて創出できるかという､あ

る意味でグローバルシステムとローカルシステムを両

立させる新たな観光地域ガバナンスの研究と具体的な

制度設計が求められている｡ 
(3)パブリックリレーション、マーケティング 

トータルデザインされた旅が適切に広報され、環

境・観光・経済に対する効果が測定されることにより、

利用者が増え、地域社会の持続的運営への貢献を顕在

化することが必要である。そのための広報および評価

手法の開発が求められる。 
以上の具体化に向けて今後の研究を進めていきたい。 

 

付記：本研究は日本観光研究学会2007年度「エコツーリズム

と持続可能な観光の応用」研究分科会の研究成果である。 

   
【補注】(1) 環境サステナビリティ志向；環境責任・貢献に応え

るマーケティング。鈴木幸毅、百田義治編著（2008）： 企業社会

責任の研究 ,中央経済社,p.102． 
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